
■山陰における鉄砲の使用は長篠合戦より早かった！
　戦国時代にポルトガル人によって伝えられた鉄砲（火縄銃）は、日本

の合戦のあり方や築城に大きな影響を与えた。

　鉄砲が武器の主流として合戦の場で使用されるようになったのは、
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篠合戦の10年以上前に、山陰の合戦では鉄砲が使用されていたこと

がわかる。

■鳥取県に鉄砲が伝わったのはいつ？
　鳥取県に鉄砲が最初に伝わったのはいつ頃だろうか。この資料は
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　これによれば、元就が小寺のもとに加勢として「鉄
てっぽう

砲放
はなし

」と呼ばれる

者たちを派遣したと記されている。「鉄砲放」とは鉄砲を扱うことので

きる優れた射撃技術を持った者たちのことである。鉄砲が全国的に普

及する前は、鉄砲を専門に扱う射撃隊が組織されていた。

　これ以前に因幡・伯耆で鉄砲に関する記述は見あたらないことから、

鳥取県内で鉄砲が初めて登場するのは、この書状が出された1564年

の可能性が高く、それは毛利元就によって宮吉城に持ち込まれたと考

えられる。その後、因幡の合戦でも鉄炮が武器の主流になっていく。
（担当：岡村吉彦）
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・ 鳥取県『新鳥取県史資料編　古代中世 1　古文書編　下』768頁（2015年）
・秋山伸隆「戦国大名毛利氏と鉄砲」（『戦国大名毛利氏の研究』）
・岡村吉彦「因幡における鉄砲の登場」（『鳥取地域史研究』8号）
・ 岡村吉彦『鳥取県史ブックレット 4　尼子氏と戦国時代の鳥取』（2010年）
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